
1.定点把握対象疾患の発生動向　※栗原支所管内を含む大崎保健所管内

週 週 週 週
1月12日 ～ 1月18日 1月19日 ～ 1月25日 1月26日 ～ 2月1日 2月2日 ～ 2月8日

大崎保健所管内定点数：内科定点２施設　小児科定点３施設　眼科定点1施設　基幹定点1施設

２．集団発生状況　※栗原支所の過去２週間における対応状況

3.栗原支所より

0.33 0.33
11 9

宮城県大崎保健所栗原支所　感染症発生動向調査情報
（令和8年2月13日発行）

　　上段は圏域全体で一週間に診断した患者数　、下段は一つの定点（医療機関）あたり一週間に診断した患者数。＊は急性呼吸器感染症（ARI)に含まれる感染症。
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【 定点把握対象疾患の発生動向】
※栗原支所管内を含む大崎保健所管内

• インフルエンザの患者報告数が高い水準で推移しています。

• インフルエンザウイルスにはアルコールによる消毒が有効です。

• 予防のために、帰宅後や食事前に石鹸を用いた手洗いを行いましょう。

また、インフルエンザには換気・加湿（湿度約50～60％）、咳エチケッ

トも効果的です。

【 集団発生状況 】※栗原支所管内
• 新たな集団発生の報告はありません。

【 全数報告疾病 】※栗原支所管内
• なし

【施設職員の皆様へ】
• 保健所では管内施設等を対象に感染症予防啓発物

品（手洗いチェッカー、CO2センサー）の貸出を行っ

ています。

• 施設の感染対策として活用ください。

大崎保健所 栗原支所 疾病対策班

0228-22-2117 0228-22-7594

【感染症コラム～麻疹～】
• 麻疹ウイルスを病原体とする急性の全身感染症で、感染すると約10～１２日後に発熱や

咳、鼻汁、目の充血といった風邪のような症状（カタル症状）が現われます。2～3日間熱

が続いた後、39度以上の高熱と発疹が出現します。（二峰性の発熱）

• 重症化すると、肺炎や脳炎を引き起こし、感染・回復した数年から数十年後に亜急性硬

化性全脳炎（SSPE）を発症することがあります。

• 免疫がない人は100％発症し、一度感染して発症すると一生免疫が持続すると言われ

ています。不完全な免疫をもっている場合（例：1回のワクチン接種のみ）、典型的な症状

が出ない「修飾麻疹」の経過をとるときがあります。

• 主な感染経路は空気感染・飛沫感染・接触感染で、感染力は非常に強いです。感染可能

期間は、発症1日前から解熱後3日までで、発症前から感染力があります。修飾麻疹も同

様です。

• 予防はワクチンが有効です。定期接種（1歳と就学前）が未完了の場合は、接種を御検討

ください。

• 岩手県内において、令和8年2月6日（金）及び10日（火）に麻疹患者の発生について公

表がありました。詳細は、岩手県ホームページ「麻しん（はしか）情報」（下記URL）を御確

認ください。

https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/iryou/kenkou/fuushin/1003219.html

【お知らせ】
• 1882年３月24日に細菌学者ロベルト・コッホが結核菌の発見を発表し、WHO（世界保健機関）は、結核

問題の重要性を警告し、結核対策の強化の必要性を訴えるため、この日を「世界結核デー」と定めました。

• この日は、世界各地で結核の予防に関する啓発活動が行われます。

3月24日は世界結核デー


